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弘前大学生活協同組合
� 創立50周年を祝って

　弘前大学生活協同組合の創立
50周年を心からお祝い申し上げ
ますとともに、長きにわたって弘
前大学の学生・教職員の教育・研
究と日常生活にご支援をいただい
てきたことを、関係者の皆様に心
より感謝します。大変ありがとう
ございました。
　昭和38年2月に創立以来、こ
の50年間に組合員のニーズや社
会の変化に対応して生協の業務
は、当時とは比べものにならない
ほど充実してきたことと思います。
今やすべての学生・教職員にとっ
て、弘大生協の存在なくして大学
の業務が存続できない状態にある
ものと理解しております。まさし
く50年の歴史をもって、大学と

共に歩んでいただいた結果として
の、生協の今日の姿に対して満腔
の敬意を表するものです。
　私事になりますが、私が弘前大
学に入学した昭和44年当時には、
既に生協の基盤はほぼ完成してい
たように思います。大部分の教科
書や文房具の購入と、月曜から土
曜のほぼ毎日の昼食は生協のお世
話になりました。生協のお蔭で、
少なくとも大学生としての日常は
すべて学内で完遂することができ
たのは間違いありません。その意
味で、私の今日あるのは生協のお
蔭と言っても良いと思います。
　また、昭和44年当時の食堂は
プレハブでしたが、今では2,000
人以上収容の大食堂となりまし

た。正確な調査による結論ではあ
りませんが、県内では、これだけ
の規模の食堂はここだけではない
かと思います。これに限らず、現
在の生協の業務は多岐にわたって
いるようですが、それだけに、学
生・教職員の生協への依存度も一
層高くなっているものと想像され
ます。今後も大学と生協は協調・
連携しながら、特に学生生活の支
援を力強く続けていくことができ
れば幸いです。折しも私たちは大
学改革の真っただ中に置かれてい
ますが、次の50年間にも、栄えあ
る弘前大学の歴史を共に創造して
いくことができるよう願うばかり
です。

佐　藤　　敬弘前大学医学部教授
弘 前 大 学 長
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弘前大学生活協同組合は1963
年2月に創立され、今年で50周
年を迎えました。学生と教職員の
強い想いによって出発した弘大生
協が、50年間事業活動を継続す
ることが出来たのも、組合員と生
協職員の努力と大学関係者の理解
や支援によるものです。感謝しな
がら共に祝いましょう。
40周年の時は国立大学が法人

化する前年で、新たな時代に向け
てビジョンとアクションプランを
作成し、サリジェ店の建築とシェ
リア店の改装を行い、組合員がよ
り利用しやすい店舗を実現してき
ました。そして今年は医学部会館
の改修に伴うフェリオ店の改築も
終わり、さらに秋からは文京地区
の大学会館の改修が始まり、食
堂、レストラン、シェリア店が改
築されます。来年度以降には保健
学科の改修に伴うClover店の改
築も予定されており、これで全て
の店舗が改築されて、きれいな新
店舗の中でより快適に利用できる

ようになります。古い施設はその
費用のほとんどを大学（文科省）
の予算に頼っていましたが、大学
関係予算が不足する中で、これら
の改築には弘大生協自身が億単位
の投資を行う予定です。このよう
な多額の投資が出来るような経営
組織になったのも、組合員と生協
職員が力を合わせてアクションプ
ランを着実に実行し、それが組合
員に支持されて利用が伸長したか
らに他なりません。また、それが
弘前大学法人から理解されて様々
な支援を受けてきたことにもより
ます。
多額の投資の原資は、これまで
の組合員の利用による積み立て・
財産の取り崩しと、将来の組合員
の利用を見込んだものであり、新
しくなる店舗の中でより質の高い
事業運営を行い、今後10年、20
年とさらに事業を継続して行かな
ければなりません。50年前の弘
大生協は、食事や教科書などの大
学生活に必要な物資を手に入れる

ために設立されましたが、今では
それらの物は満たされ、長年の願
いであった快適な施設も実現され
ようとしています。しかしながら
組合員の生活は厳しくなる一方で
あり、学生組合員は勉学や就職の
不安を抱え、さらに世界の環境や
資源、食、貧困などの問題はます
ます深刻になっています。教育と
研究の場である大学の中の弘大生
協は、新たな社会を担う人材を送
り出すために、弘前大学に協力し
ながら学生組合員の生活、学びと
成長の支援をさらに進めて行きま
す。生協はあくまでも人と人との
協同、関係の組織であり、物の供
給を通じた学びや関係作りのよう
な供給事業の活用と、組合員の参
加による様々な体験や感動のコト
を提供する活動に力を入れて行き
ます。生協の原点である「一人は
万人のために、万人は一人のため
に」に立ち返り、これからの50
年に向けて力を合わせて歩んでい
きましょう。

荒　川　　修弘前大学農学生命科学部教授
弘前大学生活協同組合理事長

50周年を迎えて
� 新たな歩みのために
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この5０年

1955年度
「学内に生協を」という声が出はじめる

1959年度
「生協設立センター」が生まれるが短期
間で解散

1960年度
生協設立運動の意識高まる

1961年度
「生協設立準備委員会」結成（５月）／
初の即売会（10月）／クラス情宣、請
願署名（10月）

1962年度
設立、一時見送りとなる（４月）／北
溟寮大会において「生協設立決議文」
採択（６月）／評議会に向けて賛同者
を募り、出資金を集めはじめる（７月）、
評議会中止／全学討論集会で４月設立
を確認、事業計画作成（11月）、学生
大会（11月）、臨時評議会、五条件を
結ぶことにより４月設立を認可（12
月）、創立総会（２月）

1963年度
第一回総代会／全協（現、大学生協連）
に加入／「生協のしおり」第一号発行

1964年度
医学部供給所設置／学生会館設立運動
に取り組む

1965年度
食堂設立運動／大学より、プレハブ仮
食堂の設置承認

1966年度
北溟寮に店舗設置／旧第一食堂、教育
学部前に設置／書籍店舗新設／日協連
（現、日生協）に加入

1967年度
設立５周年「生協祭」開催／書籍取次
店問題

1968年度
旧第一食堂拡大／医学部食堂設置／朋
寮店開設

1969年度
第二食堂設置／厚生会館についての生
協案発表／本部封鎖により初の欠損金
（95万円）

1970年度
厚生会館実現に向けて「全学連絡会議」
結成／「会館建設全学準備会」結成

1971年度
新食堂（現、文京食堂）開設

1972年度
喫茶部開業（現、E-Space）／医学部
食堂移転拡張／旧第一食堂解体／書籍
部拡張

1973年度
狂乱物価と品不足から臨時総代会開か
れる／寮店舗閉店、自販機設置／購買
部店舗拡大／書籍部平均７〜８％の割
引率実現／「弘大生活防衛対策連絡会
議」を結成／6.23学内統一行動に参
加／創立10周年（庄司薫講演会など）

1974年度
医学部会館実現、一階に生協店舗新設
／青森市民生協（現、コープあおもり）
設立に対して人材派遣／全国的に「新
大学管理法」制定を反対、廃案に

1975年度
大学会館実現確定／県内５生協が結集
し、COOP牛乳開発／弘前市民生協
（現、コープあおもり）設立準備を支
援

1976年度
大学会館実現、購買部・書籍部・喫茶
部の新店舗開設／「利用高割り戻し」
を始める／弘前市民生協（現、コープ
あおもり）誕生

1977年度
スコーラムに生協事務室開設／喫茶ス
コーラム移設拡張／水害により医学部
店舗に浸水。被害額1,600万円にのぼ
り、 出資配当利用高割り戻し・15周
年企画のほとんどを実施できず／弘前
市民生協（現、コープあおもり）に人
材派遣 ／ 第一回国連軍縮特別総会
（SSD–1）への代表派遣事務局へ参加

1978年度
一般消費税導入反対運動に取り組む／
第一回国連軍縮特別総会に手代木渉理
学部教授（第10代学長）を派遣（事務
局として活動）

1979年度
組合員センター完成／医学部店舗拡充
／医学部教職員向けに弁当供給開始／
灯油値上げ反対運動に取り組む／第１
次中期計画に取り組む

1980年度
「諸物価の高騰をおさえ、学生・教職
員の生活と勉学研究条件を守るための
五項目署名」に取り組む／青森県連に
人材派遣、被爆者援護法請願署名に取
り組む／購買・書籍部の営業時間延長
／文化企画運営委員会正式発足

1981年度
組合員センター１階を店舗化／購買・
書籍部拡大／第２次中期計画案に着手

1982年度
第二回国連軍縮特別総会（SSD–2）に
田辺良則農学部教授を派遣（事務局と
して活動）／「柴田翔を囲む会」を開
催／一言カード・システム始動／食堂
拡大生協理事会案発表、「食堂施設の
早期拡大要請署名」に取り組む／第２
次中期計画発表／創立20周年をむか
える

1983年度
食堂洗い箸併用開始／食堂レジ後払い
制度開始／医学購買書籍店舗拡張／平
和ランチ出食

1984年度
10円コピー開始／切手・葉書取扱い
開始／みちのく・青銀CD設置（組合
員センター１階）／文京会館店昼休み
閉店廃止

1985年度
旅行業・下宿アパート斡旋事業開始／
現代巨匠絵画展開催／文京配達弁当開
始／生協規制反対運動

1986年度
キャンパスカルテ・講義ノートづくり
／第２回先輩のすすめる一冊の本／売
上税反対運動／灰谷健次郎講演会／お
好みコーナー開始

1987年度
教官のすすめる一冊の本／員外利用許
可及び大学入札資格取得／文京会館店
改装／第３次中期計画作成／留学生に
よるお国自慢料理パーティー

1988年度
第三回国連軍縮特別総会（SSD–3）に
松原邦明教育学部教授を派遣（事務局
として活動）／第３次中期計画発表
（1988〜1992年）／文京学生食堂拡
張基本プラン発表

1989年度
文京教職員委員会発足／消費税廃止署
名2,038名集約／ピースナウ代表派遣
（教育学部小枝君）／生協組合員参加
システム開始（各種委員会作り）／医
療短大店開設（現、保健学科店Clover）
／消費税導入→赤字決算

1990年度
文京学生食堂改装、食堂椅子テーブル
50％変更／入試制度の変更（分離分
割・Ｂ日程）／食堂全面禁煙決定・開
始／センター店改装（１階のワンフロ
ア化、２階整備）

1991年度
牛乳パック回収、クリーンデー、清掃
工場見学等環境問題に取り組む／文京
学生食堂営業時間延長実現（午後７時
まで）／カフェテリアメニュー体系へ
の変更／文京食堂椅子テーブル50％
変更、食器変更実現

1992年度
土曜閉店（医学部店・ プレイガイド
店・組合員センター店）と土曜営業時
間短縮（文京学生食堂店）を実施／プ
リペイドカードの導入（３月）／弘前
学院生協設立支援（11月）／文京食堂
拡張・スコーラム改装決定（12月）

1993年度
レストランスコーラムオープン（６月）
／文京食堂増築オープン（８月）／30
周年記念絵画展（12月）／第４次中期
計画（1994〜1996）策定準備／創立
30周年をむかえる

1994年度
医学部食堂の椅子テーブルを20年ぶ
りに更新／米の不作により食堂ライス
に輸入米とのブレンド米使用／ラーメ
ン価格値下げ／外国語コミュニケー
ション事業スタート、TOEIC無料体
験セミナー開催／チャリティー絵画展
の収益金20万円をユニセフへ寄付

1995年度
阪神淡路大震災発生、カンパ活動に取
り組む／C–スタッフによる食堂クリー
ンキャンペーン実施／店舗委員会企画
として組合員対象のボウリング大会／
レストランメニュー試食会実施

1996年度
POSレジ導入／文京食堂ホールにて
新学期セール開催／医地区福利厚生施
設改善プランを医学部へ提出／総合リ
ビング事業開始

1997年度
組合員センター店を閉店して、機能を
文京会館店に統合（８月）／パンショッ
プ移転／大学の学部改組（農学部→農
学生命科学部、理学部→理工学部）／
割り箸リサイクル開始／消費税率３％
から５％へアップ

1998年度
教職員訪問活動実施、約200名と対話
／弘前大学生協ホームページオープン
／プロバイダー事業開始／アメリカの
未臨界核実験に対する抗議文をアメリ
カ大使館へ送付（理事会決定）

1999年度
ペットボトルリサイクル開始／JR発
券端末の設置／和書・洋書のインター
ネット検索サービス開始／弘前大学創
立50周年／2000年問題で基幹システ
ムを更新

2000年度
名称を「弘前大学消費生活協同組合」
から「弘前大学生活協同組合」へ変更
／1,217万円の赤字決算（累積赤字
3,883万円）／ピースナウ広島へ代表
２名派遣／プレイガイド店・医学部食
堂リニューアル実現／文京食堂厨房の
床補修工事実施

2001年度
第五次中期計画発表（2001〜2005）
／医学部食堂をリニューアル、ビュッ
フェ化／正規職員希望退職者を募り４
名退職／当期剰余金280万円を確保し
黒字決算に

2002年度
大学と共同して「公務員受験講座」実
施、127名受講／２年連続黒字決算／
パンショップ移設面積拡大して混雑緩
和／ピースナウ沖縄へ代表１名派遣／
サッカーワールドカップ日韓共同開催

2003年度
医学部保健学科店Clover拡張実現 ／
医学部店昼休み閉店廃止／新学期活動
に大学からのインターンシップ生初受
け入れ／弘大生協の３つの使命と５つ
のビジョン決定（ミッション＆ビジョン
2003）／創立40周年をむかえる
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間の年表この5０年

2004
⃝11年ぶりに累積赤字（最

大4,800万円）が解消
⃝大学からアルバイト紹介事

業、駐輪管理事業、弘前
大学出版会の取次業務を
受諾

⃝農場産米を食堂で使用開始
⃝農場米を使用した日本酒
「弘前大学」を開発し発売
開始

⃝パンショップ20時まで営
業開始、保健学科クロー
バー 18時まで営業開始

⃝学生委員会中心のビジョン
ナビゲーションセミナー

（現「スタートアップセミ
ナー」）開始

⃝ピースナウ沖縄へ３名派遣

2005
⃝スコーラム拡張、文京食堂

席数増
⃝大学会館広場に椅子テーブ

ルを設置
⃝学祭にて地域の皆さんとフ

リーマーケット開催、町
内会長との交流会開催

⃝学生生活応援塾開始、読書
マラソン開始

⃝ミールカード導入※1

⃝ピースナウ広島へ代表２人
ピースナウ長崎へ代表１
人　派遣

※１　ミールカードとは食堂・生
協オリジナル弁当利用前払
い制度でバランスの良い食
事をしっかりとってもらう
ために作られたものです。

2009
⃝就活サプリ塾開催
⃝英会話講座ACE開講
⃝生協管理物件2000室を超

える
⃝学内放置自転車リサイクル

活動開始
⃝あっぷれす（教職員向け生

協通信）発行開始
⃝生協メールマガジン開始
⃝学生委員会が学長賞を受賞
⃝「ミッション＆ビジョン

2003」を「ミッション＆
ビジョン2009」に改定、
それに基づくアクション
プラン2013を策定

2010
⃝生協寄付講座「読書論」開

講
⃝10月生協ツイッター開始
⃝たびショップの旅行専門店

化
⃝ミールカードの未利用分、

翌年度へ繰り越し可能に
⃝ピースナウ沖縄へ１名派遣

2011
⃝３月11日東日本大震災発

生　後期入試中止、生協
は停電下での営業、炊き
出しを行う

⃝入学式4月27日実施
⃝震災による学事変更および

物資不足、取引業者被災、
燃料不足に伴い生協事業
にも大打撃

⃝新生活用品倉庫（仙台港）
が被災し、商品受注の停
止を行う

⃝弘前大学講義「食育概論」
へ生協も協力

⃝生協FaceBookページ開
設

⃝ピースナウ広島へ１名派遣

2012
⃝新入生に電子マネーPICO

の事前加金可能に
⃝原発事故発生による電力不

足のため、省エネ店舗運
営を行う

⃝ミールカード利用、電子マ
ネーPICOの利用増で昼食、
食品系の利用増加

⃝教科書購入支援サイト「テ
キストイット」運用開始

⃝店舗業務の改革推進着手
（基本四原則の取り組み）
⃝ピースナウ沖縄へ１名派遣

2013
⃝生協創立50周年記念事業

として「弁当の日」を500
人以上の参加で開催。

　ドイツ環境視察に学生代表
を派遣

⃝学生総合共済が新入生比率
加入90％を超える

⃝医学部フェリオがリニュー
アルオープン

⃝文京地区施設改修に伴い、
シェリア、スコーラム、文
京食堂を仮店舗営業

⃝コラボ弘大にコラボショッ
プ「絆」オープン

⃝生協仕様マンション・バー
シティハウス紙漉完成

⃝ピースナウ沖縄へ１名派遣
⃝2014年3月文京食堂
　「Horest （ホレスト）」完成
⃝アクションプラン2019の

策定に着手

2006
⃝４月キャンパスコンビニ
「サリジェ（Cerisier）」を
生協資金で建設し大学に
寄付。営業開始

⃝文京食堂の土曜夜営業開
始、サリジェの日曜営業
開始

⃝環境基準KESの規格取得開
始

2007
⃝社会人基礎力講座（現「学

生のためのマナー講座」）
開講

⃝３月会館店を改修し、プレ
イガイドと統合。大学会館
内にて「シェリア（SHAREA）」
として営業開始

⃝大学オリジナル商品アップ
ルエール、アップルデザー
ト販売開始

⃝退職給与満額積立、不良資
産の償却完了で、完全な
健全経営へ

⃝ピースナウ沖縄へ２名派遣

2008
⃝３月安全安心な生協マン

ション「バーシティハウス
西が丘」完成

⃝文京食堂厨房施設改修（お
弁当工房、パン工房、検
収庫設置）

⃝たびショップ出張旅費精
算、学研災業務委託開始

⃝医学部会館店プチリニュー
アル。学生から名称を募集

「FERIO（フェリオ）」となる
⃝ピースナウ沖縄へ代表１人

派遣
⃝非接触式IC内蔵のMenber’s 

Card（組合員証）を導入
⃝大学オリジナル商品「アッ

プルケーキ」販売開始

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

供給高供給高

0

18億0000万円

19億0000万円

20億0000万円

21億0000万円

22億0000万円

19億3100万円

20億3900万円
20億6600万円

20億0400万円
20億3800万円

20億6900万円
20億7600万円

20億2900万円

21億6000万円
21億4500万円

0

4,000名

2,000名

8,000名

6,000名

12,000名

10,000名

14,000名

1963年 1972年 1982年 1992年 2004年 2012年

組合員数推移組合員数推移

2013年

10,806名11,159名
12,109名

8,500名

6,800名

3,909名

1,136名
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日本酒
弘前大学の
誕生
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フェリオオープン

　2003年（平成15年）秋頃、田中店長が三浦酒造の杜
とう
氏
じ
三
み
浦
うら
文
ふみ
仁
のり
さんと知り合いになり、意

気投合し、弘大独自の日本酒の醸造・販売について話し合われたそうです。２、３日後、２人そ
ろって研究室に訪ねて来られ、相談を受けました。弘大独自と言うからには弘大の徽

きしょう
章を前面に

表示した方がよいだろうと提案しました。しかし、大学事務局は徽章の使用を許可しないだろ
う。頼まれても一介の農場運営委員ではどうしようもない。徽章の使用許可が取れたら又相談し
よう。１回目の会合は弘大生協が事務局と折

せっしょう
衝することとし、終わりました。この様子を村山・

齋藤・工藤先生にお伝えしたところ、徽章の使用はまずダメだろうと思っていました。翌日、田
中さんから徽章使用ＯＫ、講義終了後に二人で伺うから真剣に考えて欲しいとの電話がありまし
た。既に、弘大生協は学用品等で徽章の使用許可を得ていたことが功を奏したようでした。
� （工藤啓一先生著「弘前大学　知の散歩道」弘前大学出版会より引用）

　一カ月間の給付件数や特徴的な事
例などを学生組合員や大学に広くお
知らせするために、給付ボードを作
成し、学生食堂入り口に掲示してい
ます。ボード作りを始めてから6年
目、毎月一度学生と職員が協力しな
がら作っています。

ビジョン
とアクシ

ョンプラ
ンの振り

返り

いきいき
した

キャンパ
スライフ

を

実現する

仲間に学生総合共済を知らせる活動～給付ボード

シェリアオープン

「安全安心な住まいの提供」
　地域の大家様の協力をいただいて、学生
に24時間365日安全で安心して生活できる
住まいを提供する事業をすすめています。
　　生協管理物件� ４棟����60室　　　
　　生協管理物件� 244棟2841室　　　

（2014年10月現在）

バーシティハウス川端

「キャンパスアメニティの充実」
　2006年、生協が建設した建物を大学へ寄付し、
「サリジェ（Ceerisier）」としてオープン（P9参照）。
翌年には会館店を改修、会館店とプレイガイドを統
合して大学会館内に「シェリア（SHAREA）」とし
て営業を開始しました。
　2013年6月、医学部会館（現医学部学生支援セン
ター2号棟��交流館）が改修工事を終えて、新FERIO
店がオープンしました。
　店舗スペースが拡がり、医学書、医学部特有商品
の提案の充実を使命に、これまで以上に組合員の
キャンパスライフを積極的にサポートしていきます。

「どんなことがあっても学業を継続できるように」
　先輩が新入生の大学生活準備をサポートする「新入生サ
ポートセンター」では、大学生活を安心して過ごしてほし
いとの思いから学生総合
共済を提案しています。
その思いが新入生・保護
者の方々に届き、2013
年度の学生総合共済への
加入は90％を超えまし
た。たすけあいの輪がさ
らに大きくなりました。

新入生サポートセンター

給付ボードの作成

　医学部食堂「Pomme（ポム）」もオリジナルのビュッフェスタイル
をそのままに、2014年4月から新店舗で営業しています。
　また文京地区大学会館、文京食堂も施設改修工事を経て、文京食堂が
Horest（ホレスト）として、8月にScorum（スコーラム）、SHAREA
（シェリア）がそれぞれリニューアルオープンしました。
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ビジョンとアクションプランの振り返り充実した学びあいの環境を築く

　生協ではサリジェ店にて日本酒「弘前大学」を販売しており、ホー
ムページでも地方発送を承っております。日本酒の収益金の一部は弘
前大学の「学生支援事業」に寄付されています。

テキストについて
　新入学時の「フレッシュフェスタ」での一斉購入やIC組合
員証を利用した電子マネーPicoの入学事前加金により、2013
年春には、1万9千冊、4千万円を超える利用がありました。
また、教員や大学職員と連携し必要な教科書・参考書を提供す
ることや、学生主体による教科書会場の運営により大学生協な
らではの勉学支援を行うことができました。今後は更に学生が
安心して必要な書籍を購入できる環境を整えていきます。

読書について
　読書推進活動として、読書マラソン委員
会と連携した企画「目玉本」（読書マラソ
ン委員会の毎月の推薦本）やオリジナル
フェアを実施しました。また学生委員会が
主体で運営する「読書会」を実施し、組合
員への読書の楽しみを共有する場を提供し
ています。
　2011年には新入生に向けて「読書のす
すめ」を大学と一緒に発行し、その後は生
協で隔年で発行しています。

学生委員会主催「読書会」での
ビブリオバトル

大学とともに　教員講座、公務員講座
　「なりたい自分」を目指すための意識を
強め、4年間かけてサポートをします。講
座関連については、講義形式だけでなく、
同じ目標を持つもの同士の学びあいを大切
にしながら一人一人に合ったプランを提案
します。

公務員講座募集ガイダンス

教科書を購入する新入生

フレッシュフェスタの様子
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大学
オリジナル
商品
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ひろだいアップルケーキ ひろだいアップルデザート アップルスナック りんごキューピー

ビジョン
とアクシ

ョンプラ
ンの振り

返り

充実した

学びあい
の

環境を築
く キャリア支援

　入学時に描いている「なりたい自分」を実現していく
ために、大学生活の先輩の経験を伝える場面として
「スタートアップセミナー」を開催してきました。
2003年から始まったこのセミナーは、2013年には
４日間開催で500人を超す参加者になりました。
　「進路」の問題ではなく、どのように大学生活を
過ごしていくかを考える場面になっています。
　「スタートアップセミナー」のほか、パソコンの
スキルアップのための「パソコン活用講座大学生活
応援塾」チームワーク力やコミュニケーション力を
鍛えるための「学生のためのマナー講座」英会話講
座「ACE（エース）」を開講しています。

語学学習支援
　「グローバル人材の育成」「英語力のアップ」を目標に、
大学でもTOEICのスコアアップのための学生支援を行い、
カレッジTOEIC、公開TOEICの受験者は増加してきてい
ます。2013年は中間でTOEICの受験は300人を超えてい
ます。生協では学内でのTOEIC・TOEFL試験の運営を行っ
ています。
　2009年から開講した英会話講座ACEはネイティブスピー
カーの講師による年間通してのサポートを実現してきました。
2013年には新入生250人の申込による23クラスを開設。受
講生による英字新聞の発行、語学研修へのモチベーション
アップにつながっています。

就職活動支援
就活サプリ
　全国連帯の大学生協の強みを生かした「就活サプリ」の取
組は、就職活動前の学生たちが直接企業の人事担当の方から
話を聞ける、学内への出前の説明会として行われています。
就職活動を体験した上級生がスタッフとして会場運営を行
い、後輩のための会場つくりや心構えを伝える場になってい
ます。
合同企業説明会
　大学の学生就職支援センター主催の「合同企業説明会」
（例年2月開催）の運営事務局は、弘前大学生協SHAREAに
設置されています。

「スタートアップセミナー」

「英会話講座ACE」

「就活サプリ」
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サリジェ
大学へ
寄付 9

　2006年、これまで食堂ホール内で営業していたパンショップが、人
文学部前にキャンパスコンビニ「サリジェ」としてオープンしました。
　サリジェは生協が建設し、弘前大学に寄付を行った施設ということで
全国でも画期的な取り組みとして紹介され、全国の大学関係者、生協関
係者が視察に訪れました。
　現在サリジェは、食堂の混雑を緩和する昼食提供の役割と大学キャン
パス内にあるコンビニとしての使命を担い、１日の平均客数3,500名、
朝８時から夜８時までの12時間営業を行っております。

ビジョンとアクションプランの振り返り充実した学びあいの環境を築く
オープンキャンパス

　6,000人を超える高校生が集うオープンキャンパ
スには学生委員会や新入生対応をする大学生活アド
バイザー、パソコン講座のスタッフなど学生と職員
が一緒に高校生を迎える活動を行っています。
　2009年からは、総合受付や資料配布を大学と一
緒に行っています。
　その活動が評価され、学生委員会に学長賞が授与
されました。

学生同士の学びあいの支援
　「学生自身の経験を自分の言葉で伝える」という
活動が、旺盛に行われるようになってきました。就
職活動の変化等によりサークル活動も1、2年生が
中心となり、直接さまざまな上級生の経験を知る場
面が少なくなってきています。
　生協には公務員、教員、就活サポーターとしてイ
キイキと活動を語る上級生や新入生に向けての活動
をしている大学生活アドバイザーはサポートセン
ターでの活動を通じて一人一人が成長することにも
つながっています。

学長賞受賞

オープンキャンパスの様子

大学生活アドバイザー

就活サポーター
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研究室活動サポート・出張旅費精算業務の受託
　2008年度より、大学の出張旅費精算業務を受託し
ています。関係部署との打ち合わせを日々重ねなが
ら、より効率的な大学運営に貢献できる取組を続けて
います。

研究室活動サポート・注文管理センター機能強化
　2010年秋より、校費対応部門「注文管理センター」を発足し、医学部及び文京キャンパスの教職員対
応の強化に努めてきました。
　2012年からは新しい技術や新商品の情報発信源として、毎年「情報機器総合展示会」を開催してお
り、2013年には来場者300名を超え、毎年多くの参加を頂いています。また研究支援の一環として、よ
り充実した研究推進のため、商品・サービスの提供にとどまらず、活用セミナー等も開催しております。
　今後も教職員の書籍、パソコン、旅行等についての要望を実現するために生協職員が教職員を訪問す
る取り組みを行っていきます。

ビジョン
とアクシ

ョンプラ
ンの振り

返り

教育・研
究の

発展に

なくては
ならない

研究室でのサポート対応教職員向けiPadセミナー情報機器総合展示会

Topics

各店愛称
の
由来

Scorum スコーラム

Clover ク ロ ー バ ー

大学会館２階レストラン

医学部保健学科購買店

　1972年、喫茶文化全盛期に、school
とforumを合わせた愛称として名づけら
れました。

　2003年医学部保健学科店が拡張させ
る際に、保健学科学生によって名づけら
れました。

Pomme  ポム

Cerisier サリジェ

医学部学生支援センター食堂店

文京キャンパスキャンパスコンビニ

　2001年医学部食堂がビュッフェスタイルにリニューアル
された際、組合員からのネーミング募集により「弘前のりんご」
をイメージする意味で医学部教員により名づけられました。

　2006年文京食堂内にあったパンショップが、キャンパス
コンビニとしてリニューアルオープンしました。サリジェと
はフランス語でさくらを意味する「cerisierスリィジェ」を
日本語読みした愛称になっています。

▲精算業務で
　使用しているシステム

▲たびショップ

2008 年�文京地区・学園町・農場を対象にスタート
2010 年�本町地区も含めた全学対象の業務に変更

年度 件数 金額（円）
2010 10375 4 億 5775 万
2011 10135 5 億 5088 万
2012 11242 5 億 8974 万
2013 11598 5 億 8807 万
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▲竹下和男先生

弘前大学と地域の関係作り
　弘大生協創立50周年記念事業として、「ひろがれ弁当の日
inひろさき」を弘前大学と弘前大学生協が主催となり青森県、
弘前市の後援、多くの地域の方々の賛同を頂き2013年10月
12日青森県武道館にて開催しました。
　参加人数500人以上の大規模なシンポジウムとなり、大学
生はもちろん、幼稚園・保育園の保護者関係者の方から、「食」
を推進する企業の方まで幅広い年代、職業の方々に参加いただ
きました。

「弁当の日」ポスター▶

ビジョンとアクションプランの振り返り社会と文化の発展に
貢献する

豊かな地域文化に触れる

禅林街散策

白神自然観察園見学

座禅体験

 
 

暑さに負けない 

体を作ろう！ 

6/3（月）～6/7（金） 

ホットバー＆サラダバー  

１グラム   １円 
日替わり県産品を食べよう！ 

 

 

6/3（月）

6/4（火） アスパラ ￥80 

6/5（水） 春菊 ￥60 

6/6（木） リコピントマト ￥80 

6/7（金） アスパラ ￥80 

あ お も り 

地域社会との協同：地域の授産施設の商品の販売、
　　　　　　　　　地域の食材を食堂店舗で販売
　文京食堂店では、学生や学会などで弘前にいらっ
しゃるお客様に、少しでも地元の食材を食べて欲しい

との思いから、「地元野菜の小鉢」
の提供や、パーティメニューに地元
食材を積極的に利用しています。
　地元野菜の小鉢は、旬の時期に合わせて「とまと」や「キュウリ」、「春菊」
「アスパラ」などを60円〜80円で提供しました。パーティメニューでは、「ホタ
テ」や「根曲がり竹」「だけきみ」「そばもやし」、そして「りんご」など、青森
ならではの食材を使用するようにしています。特に根曲がり竹を焼いたものは、
他では食べられないと好評をいただいています。

SHAREA(シェリア＆たびshop)

Sumica  スミカ

大学会館購買書籍キャリアアップ旅行店

総合リビング店

　2007年大学会館店をプレイガイドと統合しリニューアル
オープン。学生からの案でShareとAreaの造語でSHAREA
となる。

　2009年組合員センター１階に移設時に愛称募集。理工学
部の学生がキャラクター「すみかり君」と合わせSumicaと
いう名前に決定となる。

Horest ホレスト 文京学生食堂店
　2013年施設改修を経てリニューアルオープン。組合員か
らの名称募集により Horest（ホレスト）となりました。
HOME（ホーム）と FOREST（森）の造語で REST（休息）と
いう語も含み「家のようにくつろげる大きな森の存在であっ
てほしい」という願いが込められています。

FERIO フェリオ 医学部学生支援センター購買書籍店
　2008年医学部会館にあった生協店舗をリニューアルした
際、組合員からの愛称募集で決定しました。
　フェリオとはエスペラント語で「休日」の意味。

申込方法

FAXまたはWEB（携帯可）でお申し込みください。FAX送付先　0172-36-6965
受付期間　8月10日（木）～10月6日（日）

ホームページ　http://www.hirosaki.u-coop.or.jp/bento/

但し定員1,000名に達し次第受付を終了します。

携帯はこちらからアクセス！▶

●FAXの場合（※取得した個人情報はイベント開催実務にのみ使用いたします。なお、法令および規程に基づき厳重に管理いたします。）

　・ 郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号・FAX番号・「弁当の日参加希望」と書いてFAXして下さい。
　・ 「FAX申込用紙」を下記のホームページからダウンロードすることも出来ます。
　・ 2名以上で参加の場合も、全員分ご記入ください。代表者以外の方はお名前・年齢のみで結構です。
　・ 無料シャトルバスと下記のお弁当（有料）をご利用の方は事前申込が必要です（お弁当の必要個数を申込用紙に
　　ご記入下さい）。

※9月後半から随時、「参加証（はがき）」をお届けしますので、当日ご持参ください。
※お申込人数を超えた場合は、恐れ入りますが来場制限する場合がございます。
※無料シャトルバス、上記のお弁当（有料）をご利用の方は事前予約が必要です。お早めにお申し込みください。

※『弁当の日』オリジナル弁当　６００円（５００mlペットボトルお茶付）予約販売します。
※飲食スペースをご用意します。会場内で昼食をとる方はそちらをご利用下さい。主催　弘前大学　弘前大学生活協同組合　　　　共催　青森県生活協同組合連合会　青森県農業協同組合中央会　生活協同組合コープあおもり

後援　青森県　弘前市教育委員会　弘前大学医師会　弘前商工会議所　青森放送　青森テレビ　青森朝日放送　NHK青森放送局　東奥日報社　陸奥新報社　エフエム青森　FMアップルウェーブ

　香川県のある小学校からはじまった「弁当の日」。この日、こどもたちは親の手を借りず自分の力だけで弁当を作ります。この体験を通して、食の大切さや家族の愛情に気づき、自立心を養っていくのです。
　今回のシンポジウムでは「弁当の日」の取り組みをつうじて、食事を作ることの大変さ、一緒に食べることの楽しさ、食への感謝、そして心身の健康ついて、家族をもつ皆さん、これから親になる皆さん・大学生・保育士・学校の先生・医療関係者・農業生産者などの皆さんに参加していただき、「食育」について「学び・考え・行動する」きっかけにしていただけたらと思い企画しました。
　みなさんと一緒にここ弘前から弁当の日をひろめていきましょう。

ひろさき竹下和男、内田美智子、佐藤弘の３氏に加え 弘前大学
医学部長 Dr.中路が揃うビッグイベント！！ 弘前初上陸！！

どうなる　どうする
　　日本の食シンポジウム

家族をもつ皆さん、これから親になる  皆さんに伝えたい

【お問い合わせ】　弘前大学生活協同組合　Tel. 0172-34-4806

ひろさき
プログラム
11：30 開場　会場内に展示ブースがございます。
13：00 開会の挨拶13：05 「なぜ今『食』なのか？」

 　佐藤　弘さん（西日本新聞社編集委員）
13：30 「青森県民の食と健康」
 　中路重之先生
 　（弘前大学大学院医学研究科長・医学部長）　
13：55 「食卓から始まる生教育」
 　内田美智子さん（助産師）14：40 休憩（15分）14：55 「これが元祖、弁当の日」

 　竹下和男さん（前香川綾上中学校校長）
15：40 「広がる弁当の日」
 　佐藤　弘さん16：00 講師のみなさんのクロストーク

16：35 朗読「泣きみそ校長と弁当の日」より
16：45 閉会

弘前大学生活協同組合理事長　荒川　修

10月12(土)
13：00～16：45

20132013年年年

青森県武道館青森県武道館

※参加申し込みが必要です。　※どなたでも自由にご参加いただけます。

参加無料（要申し込み）

皆さんに参加していただき、「食育」について「学び・考え・行動する」きっかけにしていただけた
　みなさんと一緒にここ弘前から弁当の日をひろめ

ひろさき竹下和男、内田美智子、佐藤弘の
Dr.中路が揃うビッグイベント！！ 弘前初上陸！！

ひろさき

※参加申し込みが必要です。　※どなたでも自由にご参加いただけます。

参加無料
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ビジョン
とアクシ

ョンプラ
ンの振り

返り

環境負荷
の低減と

環境保全
活動を

活発に進
める 　弘大生協の環境活動は、学生が主体となった活動を活発

におこない、年々進化を遂げていることが最大の特徴で
す。その結果、環境意識の高い学生を社会に多数送り出す
ことができています。

KES活動を通じたエコキャンパスの実現

学生が進めるエコ活動

地域と連携したエコ活動

学生が進める学内環境の保全

重点課題
1

重点課題
3

重点課題
2

重点課題
4

◀2008年KES
　ステップ１を
　認証取得

◀割りばしを製紙
　工場へ送り
　リサイクル

学内放置自転車を▶
春に回収し翌年　　
リサイクル供給　　

▲学内のボトルキャップ回収で
　白神山地保全活動を
　エコリパブリック白神,
　青南商事さんと推進

◀2011年2月　
　青森県とレジ袋
　削減協定を締結
　しました

▲将来の環境も考え県生協連のブナの植樹に
　毎年参加　

▶
弘
大
生
協
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
７
版
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「学生委員会」
人と人とのかかわりを重視したとりくみ

弘前大学生協の学生組織①

学生委員会1年間の活動
　学生委員会はいろんな分野の活動を行っており、学生の目線か
ら、組合員を巻き込んだ活動ができるように意識して取り組んで
います。活動において楽しんでもらうことはもちろん、組合員の
生活に良い影響を与えられることも意識しています。具体的な活
動としては、食育に関する取り組みと、環境に対する取り組みで
す。食育に関しては、大学生の食生活が不規則になりやすいとい
う現状から取り組む必要が出てきた活動です。栄養を意識しても
らう活動や、食材の産地を訪問する活動を通して、自分の食生活
を見直してもらうきっかけ作りを行っています。また、環境に関
しては、普段意識しにくい環境への配慮を呼びかけることで、意
識を高めてもらおうという取り組みをしています。ペットボトル
キャップ・割りばし回収や、植樹祭などから、環境への意識を高
めてもらいたいという想いで活動しています。その他にもさまざ
まな活動を行ってきました。これらの活動の根源にあるのは組合
員の生活をより良くするという想いです。今後もこういった活動
を継続していきます。

「新学期活動～人との出会いを大切に～」
　学生委員会の活動の中で最も規模が大きいのが「新学期活動」
です。主に弘前大学に入学する新入生とその保護者を対象にした
活動となっています。新入生は「友達作り」「一人暮らし」「勉強
についていけるか」など、大学生活をスタートするにあたって
様々な不安を抱えています。そういった不安を少しでも解消して
もらい、しっかりと大学生活をスタートさせてほしいという
想いで私たちは新学期活動を行っています。この活動では人
とのつながりを非常に重視しています。企画の中で知り合う
同学年同学部の友達、弘前大学生の先輩である学生委員会の
メンバーなどの交流を通して、いろんな知見を得ることも貴
重な経験です。いろんな人と交流する中で、いろんな考えに
触れつつ、大学生活の疑問不安を解消できる、そんな新学期
活動を今後もすすめていきます。

【食育】 ダイコン産地体験会

実際に野菜を収穫して、食への関心を高

めてもらう活動です！

【環境】 植樹祭自分たちの手で木の苗を植えています。

【新学期】 ミールDEごはん

食への知識や、自炊の方法などを伝え、

意識を高めてもらうのが目的です！

【新学期】 Welcome party毎年多くの新入生が参加しています。
友だち作りへの関心は高いようです！

【新学期】 スタートアップセミナー

同じ学部の先輩から話を聞き、大学生活

のイメージを持ってもらいます。

「学生委員会とは」
生協学生委員会は、生協理事会の下部組織として、学生組合員の要望を集め理事会や店舗に伝え、学生
組合員の要望を実現する組織です。現在学生委員会は100名を超え、受験生新入生を温かく迎え新生
活をスムーズに過ごすことが出来る活動や、店舗活動、総代さんと一緒に進める組合員活動、平和や環
境、広報宣伝など様々な活動を行い、学生自身の成長スキルアップにつながる活動を行っています。

2014

120人

2013

119人

2012

110人

2011

112人

2010

86人

2009

78人

2008

68人

2007

64人

2005

416人

2006

643人

2007

394人

2011 2012

791人733人

2013

897人

2014

871人
学生委員会人数の推移

2014

120人

2013

119人

2012

110人

2011

112人

2010

86人

2009

78人

2008

68人

2007

64人

2005

416人

2006

643人

2007

394人

2011 2012

791人733人

2013

897人

2014

871人
新入生ウェルカムパーティー人数の推移
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文京キャンパス 〒036-8224　青森県弘前市文京町1

SHAREA シェリア
電話：0172-33-3742
FAX：0172-33-8973
内線：2139 or 2140
Eメール：b-shop-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　書籍・文具・パソコン
　／各種資格取得支援

SHAREA たびショップ
電話：0172-37-6480
FAX：0172-35-7816
内線：2143
Eメール：tabi-shop-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　国内・海外旅行
　／学生総合共済

Scorum スコーラム
電話：0172-32-8778
FAX：0172-33-8973
内線：2141
Eメール：shoku-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　ランチ・デザート・
　ドリンク

Horest ホレスト
電話：0172-35-1868
FAX：0172-32-6174
内線：2142
Eメール：shoku-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　カフェテリア・麺

Sumica スミカ
電話：0172-31-7237
FAX：0172-31-7105
内線：2069
Eメール：sumai-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　アパート・下宿等の相談
　・紹介

「新学期.com」
学生が先輩の立場に立った新学期のモノコトを提案

弘前大学生協の学生組織②

新学期ドットコムとアドバイザー
前列オレンジジャンパーが新学期.com
後列が大学生活アドバイザー

新入生サポートセンター（2013年）
毎年、新学期（2月～4月）に文京食堂内に開設して
いる。

アドバイザーの提案①
新入生・保護者双方とコミュニケーションをとりな
がら大学生活を始める上での不安を解消している。

アドバイザーの提案②
サポートセンター来場者に学生自身の経験を伝え
ながら住まいの提案をしている。

アドバイザー研修会の様子
アドバイザーの提案に必要なモノ・コトを習得し
てもらうために.comが研修会の企画・運営をして
いる。

受験生保護者説明会の様子
.comが参加者に対して大学生活のことや入学準
備に必要なものの情報を説明している。

（50周年記念会館「みちのくホール」にて）

弘大生であれば入学の際、大学生協の加入や住まい契約、ミールカードや教材の購入などの入学準備
を、ほとんどの学生が “新入生サポートセンター” で済ませたと思います。私たち新学期ドットコムは、
そのサポートセンターにおいて、大学生活の一歩先を歩む先輩学生（大学生活アドバイザー）として、入
学準備や大学生活全般のアドバイスをし、新入生と保護者の持つ不安や疑問の解消につなげています。新
入生・保護者とコミュニケーションをとりながら、自分たちの持つ知識や経験を伝え、新入生に大学生活
をイメージしてもらうことに注意して、大学生活に必要なモノ・コトを提案しています。学生には自分の
住むところがあり、普段は大学で講義を受けて勉強をし、お昼は友達と学食でごはんを食べ、放課後は
サークルやアルバイトに打ち込む、自分たちの後輩がそんな当たり前の生活ができて、より充実した大学
生活を送ってもらえることが私たちの願いです。
私たちは、新入生保護者のみなさんにしっかりとした提案ができるよう、新人アドバイザーの育成に力

を入れています。
特に研修会では、住まい形態ごと、学部ごとの情報を共有し、提案する商品・サービスの必要性を理解

し、先輩学生の体験談とあわせて提案ができるように何度もロールプレイングを重ねてきました。
結果として2013年は新入生の90％に学生総合共済（生命共済）に加入いただき、大学生活における

様々なリスクに対し安心を提供できたと思います。
今後も、アドバイザーが新入生に大学生活を伝えていっているように、私たちの中でも “先輩から後輩

に” をモットーとした取り組みを目指していきます。

since2003

「新学期.comとは」
新学期.comは、入学が決まった新入生やその保護者に対し、毎年春に開設する「新入生サポートセン
ター」において大学生活の準備をサポートしている組織（大学生活アドバイザー）の中心メンバーで
す。年間を通してアドバイザーの育成や研修をし、大学生活アドバイザーと合わせて総勢約70人で、
新入生が安心して大学生活を始められるような活動に取り組んでいます。
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医学部キャンパス 〒036-8212 青森県弘前市南塘町1-1

Cerisier サリジェ
電話：0172-34-4622
FAX：0172-34-4623
Eメール：cerisier-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：お弁当・
　おにぎり・パン・
　ドリンク・お菓子・
　日本酒「弘前大学」他

本部経理店
電話：0172-34-4806
FAX：0172-36-6965
内線：2138
Eメール：honb-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp

コラボショップ　絆
取扱商品：お弁当・ランチ
　麺・パスタ他

FERIO フェリオ
電話：0172-35-3275
FAX：0172-35-3293
内線：6895～ 97
Eメール：m-shop-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　書籍・文具・食品・
　ドリンク・パソコン他

pomme ポム
電話：0172-35-3275
FAX：0172-35-3293
内線： 6895～ 97
Eメール：m-shop-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　定食・麺・デザート他

Clover クローバー
電話：0172-35-3275
FAX：0172-35-3293
内線：6895～ 97
Eメール：m-shop-h07
　@hirosaki.u-coop.or.jp
取扱商品：
　お弁当・パン・ドリンク・
　おにぎり・お菓子他

「講座スタッフ」
先輩が後輩に学び伝え、双方がスキルアップできる

弘前大学生協の学生組織③

講座スタッフ
学部・学年・PCスキルも様々ですが、一致団結
して講座づくりをしています。

全体ミーティングの様子

サポートデスクでの様子
講義を欠席した際のフォローやトラブル対
応をしています。

講座の様子②
全ての講座が終わるころにはスタッフと受
講生がとても仲良くなります。

講義の様子①
グループリーダのもと、グループで学び合い
をしています。

　応援塾講座は、毎年前期の毎日4コマ、5コマ、放課後の時間に約
15回を開講し、約400人の受講生にスタッフが講師・GA（グルー
プアドバイザー）として一緒に活動しています。スタッフ、受講生
共々和気藹々としており、よい雰囲気で講座を運営しております。こ
の受講生の中から次年度の応援塾スタッフも多々出ており、先輩が後
輩に引き継いでいくと言った精神で活動しています。

　応援塾スタッフは、毎週土曜日の全体ミーティングを開催し応援塾
の今後の活動を話し合っています。講座スタッフの組織づくりで、重
視していることはミーティングも気安い場づくりということを意識し
ています。全体ミーティングの場では真剣に討論をする場づくり、時
にはワークを行い楽しむ場づくりなど様々な場づくりをすることに
よってメリハリをつけて組織力を高めております。

　毎年、応援塾講座は新入生のために大学生活に必要なパソコンスキ
ル・プレゼンテーションスキル・コミュニケーションスキルを身につ
けてもらうために、講座プランを作成しています。新しく入ってくる
後輩のために、より良い講座を作っていくために今後もスタッフ一同
精力的に活動していきます。

since2005

「PC講座スタッフとは」
PC講座スタッフは新入生のパソコンスキル向上のために、スタッフ自ら講師となってPC活用講座

「大学生活応援塾」を開講したり、パソコンの故障やトラブルに対応する学内窓口「サポートデスク」
の運営を行ったりしています。「大学生活応援塾」では受講生のパソコンスキルだけでなく、コミュニ
ケーションスキルの育成にも取り組んでいます。
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組合員・弘前大学と
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